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■なごや・まちコミ映像祭、ビデオ作品募集中
まちづくりへの理解と共感を呼ぶビデオ作品。7分以内。

締切：11月30日／グランプリ賞金：30万円、優秀賞５万円（３点）／一人で複数出品可。審査委員：延藤安弘氏など学識者・専門家６名。

主催：財団法人名古屋都市センター

■ＮＰＯとボランティアが出会うフォーラム出展募集中

「こんなボランティアを探している」と「こんなボランティアをしたい」方の出会い作り。ブース・ボランティア体験コーナーへの出展団体募集。締切：10月4日必着.＜名古屋市主催＞

●募集数20団体。所定の申込書にて。資料とブース作成費用を2万円上限で弁償。応募多数の場合は選考。

●応募要件：所在地・法人格の有無は不問／ボランティア呼びかけのＰＲ資料やボランティア活動メニューを作成すること。　

●交流会開催日：2002年12月15日（日）　11:00～16:00

●なごやボランティア・ＮＰＯセンター（名古屋市中区栄1-23-13）

　ＶＮｓのＨＰからも申込書をダウンロードできます。

■名古屋地区でＮＰＯ協働広場を考える会。（第４回）
●名古屋市内で事務所、展示場、セミナー場所を探している方、どれだけのスペースが必要ですか。具体的なニーズを教えて下さい。

●中村区で学区統合により閉鎖された小学校が二つあります。地域は平屋の木造建築が多く、空家化、少子高齢化、過疎化が進んでいます。こうした地区での学校再利用を検討し、行政へ提案します。

●協働広場にたくさんのＮＰＯが集まることで、情報交流、連携が進みます。運動場や体育館、食堂施設などの使い方はアイデアが膨らみませんか。近隣の長屋活用も魅力的。自主管理が基本。

●10月17日（木）18:30～20:30／なごやボランティア・ＮＰＯセンター（中区栄1-23-13伏見ライフプラザ12階、電話052-222-5781）

●地域センターとして青年の家等既存施設の開放的利用も議論中。

■あなたのまちの地域資源を教えてください。

●「愛知県・地域資源デジタルアーカイブ作成事業」で探しています。

●地域資源とは、地域づくりに役立つもので、＜人＞＜歴史＞＜産業＞＜福祉・健康＞＜環境＞＜交流＞＜教育・生涯学習＞＜文化＞＜まつり＞等等です。

１）地域資源の特色ある活用事例を市民の目で発見する、　

２）映像など豊かな表現を用いて地域資源をインターネット公開する、

３）市民が参加して情報を追加・蓄積し、交流の場とする、がねらい。

●「活用に特色のある地域資源」がありましたら、ＶＮｓにお知らせください。10月３１日までを目途に。＜愛知県主催＞

■名古屋市「特色のある区づくり」事業の検証

●名古屋市では2000年度より「特色ある区づくり推進事業」として市民と行政の協働でまちづくりを進めてきました。そのモデル事業を抽出し、プロセスや成果を振り返ることになりました。

●「パートナーシップのまちづくりの意義と進め方を考えるケーススタディ」「事業現場への訪問・区や市民へのヒアリングを踏まえた意見交換」などを実施します。

●これらの事業に参加しておられる方等で、ご意見やこれからのあり方などでの提言をお寄せください。市民参加型で検証します。

■ＮＰＯのストーリーをいかに伝えるか◆エッセンス紹介◆　
愛知県・ＮＰＯ運営支援事業（広報・ＰＲ部門）各「セミナー」より

１）あるＮＰＯは、地域の認知・協力を得るため、イベントを企画し集客に歩きながら自分たちの活動を話し、またマスコミに働きかけて認知度を広め所期の目的を達した。「戦略的な広報」の一例である。

２）１分間でメッセージを伝える訓練をすることは、目的や認識が整理できる。他の様々な活動場面でも役立つ。何を伝えたいのか、伝えたい内容を項目分類し、優先順位を付けることが大事だ。

３）デザインするとは、「配置」「大きさ」「形」「色」を決めること。個人的好みがあるが、見やすさなど一般的なセオリーもある。

４）マスコミへの掲載のコツの一つは、社会的関心にタイムリーな形で情報を提供すること。普段から、記者個人に機関紙送付などして日常的にアピールしておくことが大事だ。

●１０月２０日（日）10:30～16:00　愛知県岡崎勤労福祉会館にて。

集中セミナー「NPOの戦略的広報とは」「ニューズレター・団体パンフの制作（文章表現とデザイン）」を開催します。西三河地区対象。　

■知多のＮＰＯバスツアー。―全国有数のＮＰＯ活躍
10月17日（木）9：30～16：30（9：20地域福祉サポートちた集合）
●参加費：5000円。（昼食代別）。●ＮＰＯ5団体を訪問。

地域福祉サポートちた加盟17団体の平成13年度決算総額は約6億円、サービス時間20万時間、常勤雇用者54名、非常勤55名、パート280名。社会保障も進んでいます。見所は、個性ある活動やリーダー像、地域との連携・一体化、ＮＰＯ間の協力ぶりです。
●申込・主催：地域福祉サポートちた（電話：0562-33-1631）

■ＮＰＯ法人「夢未来くんま」。とても参考に、地域一体型。
天竜市の山間、３００戸１０００人の部落で、会員が５百数十名。

●「道の駅」などを運営し、およそ40名（男性１名）が就労。物産品開発、そば道場、福祉サービス、環境教育等含め年間8000万円の自主事業を展開。　●連絡先電話0539-29-0636。ホームページあり。
■出版物紹介

「協働・草の根・リーダー像　アメリカＮＰＯの新しいカタチ」（―ボラネイキャラバンＮＯ，２）発売中。　Ａ4判71頁。700円＋送料。
ＶＮｓ三島事務局長のアメリカＮＹのＮＰＯ研修（6ケ月間）を元に、「ＮＰＯ同士の協働はいかに生まれるか」「草の根住民組織の能力形成を軸にした助成金・研修等」をまとめました。会員外有料。

「パブリック・アクセスを学ぶ人のために」

市民が情報資源にアクセスし、自己表現を行い、自己決定力を持つ。こうした活況を成立させているアメリカの制度・思想・社会的働きかけ、日本での先進事例を報告。「なごや・まちコミ映像祭」の紹介も。（津田正夫・平塚千尋著／世界思想社・2,300円）。

■□■□■□■□　助成・公募情報■□■□■□■□
http://www.npoweb.gr.jpのホームページが内容充実しています。

●(財)日本おもちゃ図書館財団／障害児を中心に利用され、広く地域に解放されているおもちゃ図書館運営：１件10～30万円。10/10必着。TEL　03-5366-0586

●ポーラ伝統文化振興財団／伝統工芸・民俗芸能・行事など日本の無形の伝統文化財の記録・保存・伝承活動： 30万円　～200万円。締切10/31。http://www.polaculture.jp/　TEL　03-3561-7408。

●(財)日本社会福祉弘済会／①在宅介護事業運営の研究・介護従事者への研修　②グループホーム運営・障害者の就労等自立促進の研究など：５万～30万円。締切10/31。TEL　03-3846-2172

●(財)都市緑化基金／みんなの森づくり活動助成／都市部及び近郊での植樹・里山保全・公園緑化運動など：100万円上限。締切10/31。http://www.urban-green.or.jp/　TEL　03-5275-2291
●社会福祉・医療事業団／福祉・介護ネットワーク・高齢者・障害者在宅福祉推進、子育て支援・青少年健全育成、障害者スポーツ育成など。金額：特別分500万円、地方分200万円上限／件　締切10月31日。http://www.wam.go.jp/　TEL　03-3438-9946
●(財)ハウジングアンドコミュニティ財団／住まいとコミュニティづくりに関する魅力探検・施設提案・住環境・入居者参加・防災まちづくりなど。活動：１件100万円。締切12/12。http://www.tokyoweb.or.jp/ housingandcommunity/より申請書を。TEL　03-3586-4869
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

■ＶＮＳ活動日誌から（8/19－9･25抜粋）　

●あいち新世紀自動車環境戦略総合調整会議（8/23）●講師（名古屋市ＴＯＣ・8/28、いのちの電話・9/7）●ビデオ制作実習セミナー中級（8/31、9/1、9/7、9/8）　●愛知県NPO連絡協議会(9/9)　●とよた市民活動センターＮＰＯ相談会（9･26）●あいちボランティアフェスティバル（9/29）　●知多環境ビデオ制作セミナー（9/29）
■月１ニュースＦＡＸ版は、ＶＮＳ会員、ＮＰＯ及び行政・企業のＮＰＯ担当の方などで、Ｅメールをお持ちでない方へ送信しています。Ｅメールをお持ちの方はぜひご連絡下さい。

